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地域環境工学科・科目ロードマップの特徴

大前提となる学科教育の「理念」として，「物理系，工学系の
科目を基礎学として，数理的，工学的発想に基づいて地球
環境と調和のとれた人類の持続的発展に寄与することので
きる人材」の育成を明文化している。

その上で，2つの系（水・土・緑系，食料・エネルギー系）ごと
に「学習・教育目標」を明文化している。

2つの系で掲げる目標には，知識と技能がバランスよく含ま
れており，系間での統一感が保たれている。

2つの系ごとに科目ロードマップが用意されており，それぞ
れ上記の「学習・教育目標（各6つ）」に対応する形になって
いる。
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地域環境工学科の理念

農業が成立し，地球環境と調和して持続的に発展するためには，水や土地の生産環境，農
村における生活環境，さらにはそれを支える自然環境を整え，維持すること，及びこの基盤の
うえで環境と調和した食料生産活動を行うことが必要です。

そのためには，物理学や工学技術を基礎にした生命，環境，エネルギー問題に関する教育
が不可欠です。

本学科は，物理系，工学系の科目を基礎学として，数理的，工学的発想に基づいて地球環
境と調和のとれた人類の持続的発展に寄与することのできる人材の教育を行うことを目的と
します。

■水・土・緑系

農業生産環境，農村生活環境およびそれらを支える自然環境の整備と保全・管理に関わる
教育を行います。

■食料・エネルギー系

生産環境と調和した1次生産（食料，エネルギー，農業機械，農業生産システム），2次生産
（農産物性と品質評価，加工・貯蔵，流通等）に関わる教育を行います。
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農学部 学位授与方針（DP）

 学士課程にあっては、所定の年限在学し、所定の単位数を修得した者に、学士の

学位を与える。

 学士課程卒業にあっては、以下の点に到達していることを目安とする。

(1)各学科が設定した農学とそれに関連した領域の学識を身につけ、生命・食料・

環境に関わる世界水準の自然科学・社会科学研究が理解できる。

(2)生命・食料・ 環境に関して人類が直面する課題に対して、科学的な解決方法

を構想できる。

(3)農林水産業および食品・生命科学関連産業の意義と重要性を理解し、高い倫

理性を持って、その発展に寄与することをめざした行動ができる。

(4)広範囲に及ぶ生命・食料・環境に関わる課題に取り組むための幅広い視野を

身につけ、異なる文化の人々とも円滑にコミュニケーションができる能力を持つ。
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地域環境工学科の学習・教育目標

■水・土・緑系

A: 自然科学・情報技術の基礎学力の修得

B: “水土緑の工学”の全容理解

C: “水土緑の工学”の知識と応用能力の修得

D: 農学の知識の修得と応用能力の育成

E: コミュニケーション能力・プレゼン能力の育成

F: 高い問題解決能力と課題設定能力の育成
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工学部地球工学科の学習・教育目標
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地域環境工学科 科目ロードマップの欠点

 目標ごと（縦割り）に科目ロードマップが作られていることに起因して

・全体像が見えにくい

・学年進行での科目配置は明示（順序性は担保）されているものの，科目

間の関連性が示されていない

・1科目1目標の記載方法となっているため，複数の目標に寄与しうる科目

の可能性を伺い知ることができない（例えば，基礎的な科目でも，能動的

な参加を促す授業が行われていれば，コミュニケーションなどの技術を身

につけることができるなど）

 学習目標によっては低学年時で科目が終わり，そこから矢印が上に伸びた
ままになっている（すべてが最終的には課題研究につながっているはず）
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地域環境工学科コースツリー 改善点

全体像が見えるよう1枚のマップで示せないか

その際，完全な縦割りではなく，各科目と6つの学習目標と
の関連性（寄与度）を見直し，マップ上で表現できないか

「教員と担当科目」の欄では，単一科目が複数の学習目標
に寄与していることが分かるので，そのあたりもうまくマップ
上で表現できないか

もう少し知識系の科目と実験・演習系の科目の対応関係
（相互補完性）が分かりやすいよう，マップ上で表現できない
か

理想を言えば，マップ上の科目をクリックするとシラバス内
容が分かれば，より学習者にとって効果的なものになるか
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